
文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
施
設
利
用
に
つ
い
て 

　
宿
泊
の
み
の
利
用
も
可
能
と
な

り
ま
し
た
。 

　
１
人
で
も
宿
泊
し
て
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
年
末
・
年
始
の
休
館
日 

１２
月
３０
日（
金
）〜
１
月
４
日（
水
）

★
臨
時
休
館
日 

　
　
２
月
１４
日
（
火
） 

　
　
３
月
２０
日
（
火
） 

★
予
約
申
込
は
、
利
用
日
の
属
す

る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら
予

約
で
き
ま
す
。
（
平
成
２４
年
３
月

中
の
利
用
は
１
月
５
日
か
ら
の
予

約
と
な
り
ま
す
。
） 

★
月
の
初
日
の
受
付
時
間 

・
電
話
予
約
は
、
午
前
８
時
３０
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で
。（
初
日
以

外
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
） 

・
来
館
で
の
予
約
は
、
午
前
８
時

２０
分
か
ら
先
着
順
と
な
り
ま
す
。 

★
町
民
ふ
れ
あ
い
の
部
屋 

　
月
曜
日
と
木
曜
日
は
大
広
間
の

一
部
を
午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
開
放
し
て
い
ま
す
。
風
呂
利

用
者
ま
た
は
昼
食
を
申
し
込
む
方

は
休
憩
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
簡

単
な
昼
食
は
当
日
申
込
で
き
ま
す
。 

★
風
呂
の
み
の
利
用
者
は
、
午
前

１０
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館

し
て
く
だ
さ
い
。
石
け
ん
、
タ
オ

ル
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 
  

巡
回
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
年
末
年
始
は
運
休
し
ま
す 

　
１２
月
３１
日
（
土
）
か
ら
１
月
３

日
（
火
）
ま
で
、
巡
回
バ
ス
は
運

休
し
ま
す
。 

★
「
動
く
画
廊
」
の
お
知
ら
せ 

　
巡
回
バ
ス
を
動
く
画
廊
と
し
て
、

車
内
に
保
育
所
児
、
幼
稚
園
児
の

絵
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

　
１２
月
１８
日
（
日
）
か
ら
２
月
４

日
（
土
）
は
、
サ
ル
ビ
ア
保
育
園

で
す
。 

　
巡
回
バ
ス
を
ご
利
用
の
う
え
、

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
健
康
福
祉
課
） 

  

特
別
障
害
者
手
当
及
び
障
害

児
福
祉
手
当
の
お
知
ら
せ 

　
常
時
特
別
な
介
護
を
要
す
る
在

宅
重
度
障
害
者（
児
）の
方
で
、
医

師
の
診
断
書
等
に
よ
り
該
当
す
る

と
認
め
ら
れ
た
方
に
対
し
て
、
特

別
障
害
者
手
当
も
し
く
は
障
害
児

福
祉
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
課
（
内

線
３
５
４
）
へ
。 

  

障
害
の
あ
る
方
へ
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放

送
受
信
料
の
免
除
に
つ
い
て 

　
免
除
基
準
に
該
当
す
る
方
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
免
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。 

①
全
額
免
除 

　
手
帳
所
持
者
が
世
帯
構
成
員
で
、

世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
（
住
民

税
）
非
課
税
の
場
合 

②
半
額
免
除 

　
視
覚
・
聴
覚
障
害
者
が
世
帯
主
、

ま
た
は
重
度
の
障
害
者〔
身
体
障

害
者
（
１
級
ま
た
は
２
級
）
・
知

的
障
害
者
（
Ａ
）
・
精
神
障
害
者 

（
１
級
）〕が
世
帯
主
の
場
合 

　
詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
課
（
内

線
３
５
４
）
へ
。 

「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
講
座
」

「
医
療
事
務
講
座
」
開
催 

　
平
成
２３
年
３
月
末
に
廃
止
さ
れ

た
姫
路
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

の
職
業
訓
練
講
座
を
引
き
継
ぐ
講

座
と
し
て
、
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
講
座
」「
医
療
事
務
講
座
」
が

ニ
チ
イ
学
館
姫
路
校
で
開
催
さ
れ

ま
す
。 

①
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
講
座 

日
時
　
１
月
１１
日（
水
）〜
３０
日（
月
）

　
　
　
週
３
回
（
月
・
水
・
金
） 

※
別
に
自
宅
学
習
と
実
習
あ
り
。 

定
員
　
２０
人 

参
加
費
用
　
４
万
円
（
別
途
健
康

診
断
受
診
料
等
必
要
） 

②
医
療
事
務
講
座 

日
時
　
１
月
１１
日（
水
）〜 

　
　
　
２
月
１５
日（
水
） 

　
　
　
週
２
回
（
水
・
金
） 

定
員
　
２０
人 

参
加
費
用
　
３
万
円
（
別
途
技
能

審
査
試
験
受
験
料
必
要
） 

 

募
集
締
切
　
１２
月
１６
日（
金
） 

選
考
日
　
１２
月
１９
日（
月
） 

（
簡
単
な
筆
記
試
験
・
面
接
） 

主
催
　
姫
路
市 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

ニ
チ
イ
学
館
姫
路
校
（
姫
路
市

南
駅
前
町
１
２
４
　
ニ
ュ
ー
ス

ビ
ル
） 

　
０
７
９
・
２
２
６
・
５
８
９
０ 

　
「
福
崎
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
」（
ふ
る
さ
と
納
税
）へ
の
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。（
１０
月
分
） 

寄
附
者
　
小
國
正
子
様（
福
崎
町
） 

　
　
　
　
１０
万
円 

　
　
　
　
岡
　
憲
吾
様（
神
戸
市
） 

　
　
　
　
２０
万
円 

ふ
る
さ
と
納
税
　
　 

　
　
　
寄
附
の
お
礼 

お知らせ 

information

１５ 

嘱託・臨時職員募集 
　次のとおり嘱託・臨時職員を募集します。 
●職種 
　◇嘱託職 
　　・・一般事務補助員（ただし、障害者に限る）…１人 
　　・・一般事務補助員（ＯＡ入力）…………１人 
　　・・一般事務補助員…………………………２人 
　　・・老人ホーム支援員………………………１人 
　　・・子育て支援専門員………………………２人 
　　・・文化財専門員……………………………１人 
　◇臨時職 
　　・・一般事務補助員…………………………２人 
　　・・地域包括支援センター員………………１人 
　　・・保育士………………………………１０人程度 
●受付期間 
　１月６日（金）～１３日（金） 
●試験日（１次試験） 
　１月２０日（金） 
▼受験申込書の請求・問い合わせは、役場総務課
人事係（内線２２２）へ。 



第
３
期
健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室 

参
加
者
募
集
！ 

　
「
１
に
健
康
　
２
に
笑
顔
　
３

に
明
る
い
町
づ
く
り
」
を
目
標
に
、

「
運
動
の
生
活
化
」
に
よ
り
、
心

身
の
健
康
を
保
持
増
進
し
ま
し
ょ

う
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
ト
ラ
ン
ポ
・
ロ
ビ
ッ
ク
ス
教
室
】 

　
１
人
用
の
小
さ
な
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
の
上
で
行
う
体
に
や
さ
し
い
運

動
で
す
。
体
に
か
か
る
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
た
め
、
年
齢
・
能
力
を

問
わ
ず
楽
し
め
ま
す
。 

対
象
　
一
般
男
女 

日
時
　
１
月
７
日
〜
３
月
３
日
の

　
　
　
毎
土
曜
日 

　
　
　
１８
時
３０
分
〜
１９
時
４５
分 

　
　
　
（
２
月
１１
日
を
の
ぞ
く
） 

場
所
　
第
１
体
育
館
　
球
技
室 

定
員
　
２５
人
（
先
着
順
） 

【
減
量
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
】 

内
容
　
脂
肪
燃
焼
に
効
果
の
あ
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
を
使
い
、

食
事
面
と
組
み
合
わ
せ
て
減
量

を
実
践
し
ま
す
。 

対
象
　
一
般
男
女 

日
時
　
１
月
５
日
〜
２
月
２３
日
の

毎
木
曜
日
　
１９
時
３０
分
〜
２１
時 

場
所
　
第
１
体
育
館 

　
　
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室 

定
員
　
１５
人
（
先
着
順
） 

【
健
康
美
容
教
室
】 

内
容
　
健
康
体
操
、
軽
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
を
主
と
し
て
、
基
礎
体
力

の
向
上
・
ス
ト
レ
ス
軽
減
を
目

的
と
し
ま
す
。 

対
象
　
一
般
女
性 

日
時 

（
木
曜
日
コ
ー
ス
） 

　
１
月
５
日
〜
２
月
２３
日
の
毎
木
曜
日 

（
金
曜
日
コ
ー
ス
） 

　
１
月
６
日
〜
２
月
２４
日
の
毎
金
曜
日 

　
１０
時
〜
１１
時
４５
分 

場
所
　
第
１
体
育
館
　
球
技
室 

定
員
　
各
２５
人
（
先
着
順
） 

申
込
方
法 

①
全
教
室
と
も
参
加
料
は
５
０
０

円
で
す
。 

②
参
加
者
は
、
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に

別
途
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

③
１
教
室
に
つ
き
、
１
人
分
申
し

込
み
で
き
ま
す
。 

④
募
集
期
間
は
１２
月
９
日
（
金
）

〜
２８
日
（
水
）
で
す
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。 

⑤
印
鑑
持
参
の
う
え
、
参
加
料
と

保
険
料
を
添
え
て
直
接
第
１
体

育
館
へ
。 

⑥
詳
し
く
は
、
第
１
体
育
館
（
　

２２
・
１
５
３
３
教
室
担
当
）
へ
。

（
月
曜
日
休
館
） 

ス
ポ
ー
ツ 

兵庫県内の事業場で働くすべての労働者（パートタイマー、アルバ
イト等も含む）に適用される最低賃金（時間額）が改正されました。 

兵庫県の最低賃金改正 兵庫県の最低賃金改正 兵庫県の最低賃金改正 

☆地域別最低賃金 平成２３年１０月１日発効 

☆産業別最低賃金 
次の９業種については、産業別最低賃金（平成２３年１２月１日発効）が適用 
されます。 

※靴下製造業については時間額７５１円（平成２１年１２月１日発効）
　が適用されます。 
※詳しくは、兵庫労働局労働基準部賃金課（　０７８－３６７－９１５４）
　または最寄りの労働基準監督署へ。 

最低賃金の件名（適用業種） 

繊維工業 

塗料製造業 

鉄鋼業 

一般機械器具製造業 

電気機械器具製造業、情報通信機械器具製造業、
電子部品・デバイス・電子回路製造業 

輸送用機械器具製造業 

計量器・測定器・分析機器・試験機・測量機
械器具製造業 

各種商品小売業 

自動車小売業 

兵庫県最低賃金 
時間額 

７３９円 

時間額 

７５９円 

８７２円 

８５２円 

８３５円 

７９９円 
 

８７２円 

８００円 
 

７７１円 

８１５円 

「
な
っ
得
商
品
券
」 

有
効
期
限
１２
月
末
ま
で
！！ 

　
み
な
さ
ん
に
購
入
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
福
崎
町
「
な
っ
得
商
品

券
」
は
、
町
内
の
経
済
活
性
化
・

消
費
拡
大
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

有
効
期
限
は
平
成
２３
年
１２
月
３１
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
有
効
期

限
を
過
ぎ
る
と
無
効
と
な
り
、
利

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
１２
月
３１

日
ま
で
に
町
内
の
な
っ
得
商
品
券

加
盟
店
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
商
品
券
の
換
金
・
払
い

戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。 

　
詳
し
く
は
、
福
崎
町
商
工
会
（
　

２２
・
０
５
５
８
）
へ
。 

１
・
１７
ひ
ょ
う
ご
メ
モ
リ
ア
ル

ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
２
参
加
者

募
集 

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
１７
周
年
を

迎
え
る
１
月
１７
日
（
火
）
に
、
風

化
し
が
ち
な
防
災
意
識
を
新
た
に

す
る
と
と
も
に
、
震
災
の
経
験
と

教
訓
を
発
信
し
、
１
・
１７
を
忘
れ

ず
に
語
り
継
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
行
事
を
実
施

し
ま
す
。 

参
加
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

ひ
ょ
う
ご
安
全
の
日
推
進
県
民

会
議
事
務
局
（
兵
庫
県
復
興
支

援
課
内
） 

　
０
７
８
・
３
６
２
・
９
９
８
４ 

 

中
小
企
業
共
済
制
度
の
ご
案
内 

◆
小
規
模
企
業
共
済
制
度 

　
個
人
事
業
主
ま
た
は
会
社
等
役

員
の
方
が
事
業
を
や
め
た
り
退
職

し
た
場
合
に
、
生
活
の
安
定
や
事

業
の
再
建
を
図
る
た
め
の
資
金
を

あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
く
、
国

が
つ
く
っ
た
共
済
制
度
で
す
。 

　
掛
金
は
全
額
所
得
控
除
で
す
。

受
け
取
る
共
済
金
は
退
職
所
得
扱

い
ま
た
は
公
的
年
金
等
の
雑
所
得

扱
い
と
な
り
ま
す
。 

　
平
成
２３
年
１
月
か
ら
個
人
事
業

主
の
共
同
経
営
者
も
２
人
ま
で
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

◆
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
（
中
小

企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
） 

　
取
引
先
の
突
然
の
倒
産
が
原
因

で
、
経
営
悪
化
の
危
機
に
直
面
し

て
し
ま
っ
た
と
き
に
資
金
を
借
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
国
が
つ
く

っ
た
共
済
制
度
で
す
。
無
担
保
・

無
保
証
人
で
、
積
み
立
て
掛
金
の

１０
倍
の
範
囲
内
（
最
高
８
０
０
０

万
円
）
で
被
害
額
相
当
の
共
済
金

の
借
入
れ
が
可
能
で
す
。
毎
月
の

掛
金
は
、
税
法
上
、
必
要
経
費
ま

た
は
損
金
に
算
入
で
き
ま
す
。 

　
平
成
２３
年
１０
月
か
ら
、
共
済
金

の
貸
付
限
度
額
が
、
３
２
０
０
万

円
か
ら
８
０
０
０
万
円
に
変
更
と

な
り
、
掛
金
月
額
の
上
限
が
８
万

円
か
ら
２０
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。 

 

　
詳
し
い
内
容
の
問
い
合
わ
せ
と

加
入
申
し
込
み
は
、
商
工
会
、
商

工
会
議
所
、
金
融
機
関
な
ど
の
窓

口
で
取
扱
っ
て
い
ま
す
。
制
度
の

運
営
は
、
独
立
行
政
法
人
中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構
が
行
っ
て
い
ま

す
。
（
　
０
５
０
・
５
５
４
１
・

７
１
７
１
） 

（http://www.smrj.go.jp/kyosai/index.html

） 

１６ 



ス
キ
ー
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

ス
キ
ー･

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

参
加
者
募
集
！ 

【
第
１
回
目
】
　
１
月
２８
日（
土
） 

【
第
２
回
目
】
　
２
月
１８
日（
土
） 

場
　
所
　
若
杉
高
原
お
お
や
ス
キ

ー
場 

参
加
費
　
３
０
０
０
円
（
保
険
料

含
む
） 

定
　
員
　
２５
人
（
先
着
順
） 

参
加
資
格
　
町
内
在
住
ま
た
は
在

勤
者 

申
込
受
付
　
１
月
８
日（
日
） 

（
９
時
か
ら
第
１
体
育
館
で
受
付
） 

※
電
話
申
込
不
可
。 

※
２
回
と
も
、
ス
キ
ー
と
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
の
教
室
に
な
り
ま
し
た
。 

※
貸
ス
キ
ー･

ボ
ー
ド
は
別
途
費

用（
２
５
０
０
円
）が
必
要
で
す
。 

※
詳
し
く
は
、
福
崎
町
ス
キ
ー
協

会
・
後
尾
（
　
０
９
０
・
３
６

５
６
・
２
５
１
７
）
へ
。 

 

地
域
職
域
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
開
催
!! 

　
１０
月
２３
日
（
日
）
、
第
１
グ
ラ

ン
ド
他
で
「
第
５３
回
地
域
職
域
親

善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
１５
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
悪
天
も

吹
き
飛
ば
す
ほ
ど
の
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

優
　
勝
　
吉
田 

準
優
勝
　
山
崎
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ 

第
３
位
　
加
治
谷
ド
ン
グ
リ
ー
ズ 

　
　
　
　
ト
ッ
パ
ン 

               

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
の 

お
知
ら
せ 

　
「
第
１６
回
６
人
制
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
」
を
１０
月
２３
日（
日
）

に
第
１
体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

他
町
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
試
合

は
総
当
た
り
戦
で
親
善
・
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。
優
勝
は
福
崎
町
か

ら
参
加
し
た
「
福
崎
沙
羅
」
で
す
。 

菊
満
ち
て
日
ざ
し
お
だ
や
か
峡
の

里
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 
菊
作
り
夫
を
偲
ん
で
供
花
と
す
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

 

銀
行
に
つ
ぼ
み
ば
か
り
の
菊
の
鉢 

　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 

行
く
秋
や
格
子
戸
屋
並
の
城
下
町 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
ち
よ
の 

 

広
々
と
刈
田
の
つ
づ
く
里
の
暮 

　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
纓
女 

行
く
秋
や
谷
川
水
に
触
れ
て
見
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

 

十
三
夜
し
ず
か
に
浸
る
終
い
風
呂 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

 

神
苑
の
池
に
逆
さ
の
照
り
紅
葉 

　
　
　
　
　
　
　
　
田
原
よ
し
子 

 

盆
栽
も
今
が
盛
り
の
蔦
紅
葉 

　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

 

青
空
に
飛
び
交
う
径
あ
り
赤
と
ん 

ぼ
　
　
　
　
　
　
　
志
水
は
る
子 

 

行
く
秋
や
古
き
時
計
も
時
き
ざ
む 

　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

行
く
秋
や
始
発
電
車
で
京
に
往
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
　
瞳 

 

行
く
秋
や
旅
の
終
り
の
無
人
駅 

　
　
　
　
　
　
　
　
城
谷
　
秋
美 

 

誰
か
ら
も
旅
誘
い
な
く
秋
は
行
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
　
照
代 

 

行
く
秋
の
寂
し
さ
募
る
鐘
の
音 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
澤
久
美
子 

 

行
く
秋
に
子
等
の
か
く
れ
ん
ぼ
早 

終
い
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 

行
く
秋
の
日
暮
れ
を
告
げ
る
鳩
時

計
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

芝
栗
の
毬
藻
の
よ
う
な
毬
落
ち
て
雑
木
林
に
蜩
が
鳴

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

寝
ね
ぎ
わ
の
記
す
日
誌
に
忘
れ
い
し
昨
日
の
一
つ
思

い
出
し
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
淨
代 

 

庭
に
出
で
つ
い
そ
の
ま
ま
で
土
い
じ
る
わ
れ
の
背
に

聞
く
夫
の
足
音
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
井
記
美
子 
 

何
両
を
下
げ
て
い
る
の
か
小
判
草
手
折
り
来
り
て
花

瓶
に
挿
し
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

 

赤
と
ん
ぼ
群
れ
て
飛
び
交
う
峡
の
村
黄
金
の
稲
田
に

風
吹
き
渡
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

田
園
が
秋
の
夕
日
に
照
さ
れ
し
美
人
案
山
子
も
ほ
ほ

染
め
て
お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
　
輝
代 

秋
の
陽
を
ひ
と
日
受
け
い
し
酔
芙
蓉
余
光
に
つ
つ
ま

れ
迎
ふ
夕
暮
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

穂
す
す
き
の
か
す
か
揺
れ
い
る
近
道
を
家
路
急
ぐ
に

月
し
ろ
淡
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

 

久
び
さ
に
戻
り
し
我
が
家
の
陽
の
光
畳
に
流
れ
て
カ

ー
テ
ン
模
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
田
垣
婦
美 

 

引
揚
げ
の
港
ま
い
ず
る
戦
友
と
尋
ぬ
る
秋
の
た
い
ら

桟
橋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

四
齢
の
芋
虫
つ
ぶ
す
を
た
め
ら
ひ
て
新
し
き
半
紙
に

包
み
流
し
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

 

秋
風
に
の
り
て
か
す
か
に
聞
こ
え
来
る
焼
き
芋
売
り

の
田
を
わ
た
る
声
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

い 

い
が 

俳

句

会 

短

歌

会 

１７ 

優勝した「吉田」のみなさん 優勝した「福崎沙羅」のみなさん 



No.284
インフルエンザ予防対策のひとつ　外出後の手洗いはしっかりと 
　石けん洗い１５秒以上　その後　流水で流しましょう 

１８ 

内　　容 対　　象 場所 受付時間 月日（曜） 

一般健康相談  

母子健康手帳交付 

歯 科 相 談  
 

すくすく相談  
 

1歳お誕生相談 

3 か 月 児 健診  

4 か 月児 健 診  

10か月児のあばばクラブ 

3 歳 児 健 診  

一般希望者 

妊 婦  

一般希望者 

乳幼児希望者 

乳児希望者 

幼児希望者 

H２２.１２月生まれの児 

H２３.９月生まれの児 

Ｈ２３.８月生まれの児 

Ｈ２３.２月生まれの児 

H２０.１０・１１月生まれの児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時 

１４時１５分～１４時３０分 

１３時３０分～１４時 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

１３時３０分～１４時 

１２/１２（月） 

月～金 

１２/２７（火） 
 

１２/１２（月） 
 

１２/１２（月） 

１２/２１（水） 

１２/２０（火） 

１２/２１（水） 

１２/１４（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター12月定例行事予定 

＊三種混合（ＤＰＴ）、二種混合（ＤＴ）、麻しん風しん混合（ＭＲ）、
日本脳炎は、指定医療機関にて随時行っています。（要予約）
対象者は忘れずに、接種を受けましょう。 
　三種混合（ＤＰＴ）、日本脳炎を受ける際は、接種間隔に気を
つけましょう。 
＊麻しん風しん混合（ＭＲ）予防接種は、中学１年生・高校３年
生の方を対象に行っています。体調の良い時に、早めに接種し
てください。 

現在、２０集落が活動中 
「地域筋力トレーニング教室」 

地域で健康づくり　みんなで介護予防 

地域ふくろうの会　 
みんなで元気を育てています 
地域ふくろうの会　 

みんなで元気を育てています 
地域ふくろうの会　 

みんなで元気を育てています 

　身近な集会場、公民館での介護予防の取組状況
を報告します。今年度は、これまでに大門・桜・
中島ふくろうの会が新しく誕生しました。 

集落名 

余　田 

田　口 

長　目 

井ノ口 

上中島 

駅　前 

山　崎 

田　尻 

八反田 

加治谷 

開始時期 

平成１８年９月 

平成１９年１月 

　　　　４月 

　　　　７月 

　　　　１０月 

平成２０年４月 

　　　　７月 

　　　　１０月 

平成２１年７月 

　　　　９月 

集落名 

長　野 

庄 

辻　川 

西　治 

鍛治屋 

西光寺 

大　門 

桜 

中　島 

開始時期 

平成２１年１０月 

平成２２年１月 

　　　　４月 

　　　　５月 

　　　　８月 

　　　　１１月 

平成２３年４月 

　　　　７月 

　　　　１０月 

【中島ふくろうの会】 【桜ふくろうの会】 【大門ふくろうの会】 

　１０月末に結成したばかりです。 
　女性の参加者が多い中、男性陣
も元気にイチ・ニッ・サン・シ。
　パワー全開。寒さに負けずがん
ばります。 

　天井に手が届く？ 
　元気いっぱいに、まずは「みん
なの体操」から。 
　“健康をつくる”“そのために体
を動かす”その気持ちで取り組むと、
簡単そうに思える体操も「ややし
んどい運動」になります。 

　「公民館狭し」と手足を伸ばし、
ひまわり体操。 
　運動は、一人ひとりが自分自身
の「ややしんどい」を目安にがん
ばっています。 
　休憩時間は、自然と口の体操に
なります。 
　賑やかにおしゃべりがはずみます。 



保健センターだより 

１９ 

※VAS（Visual Analog Scale）
とは、１００㎜の直線を行き、
０㎜は全く痛みがない状態、 
　１００㎜は最も激しい痛みが
ある状態として、現在の痛
みがどの程度なのか分断線
を引くことで、痛みを定量
化してみるもの 

２４ 
（㎏） 

２３ 

２２ 

２１ 

２０ 

２１.７ 
（±１.８７） 

２３.１ 
（±４.４９） 

図１．握力【筋力】（n＝８） 
０ 

５ 

１０ 

１５ 

２０ 

２５ 

３０ 
（秒） 

２５.６ 
（±２０.３７） 

１５.０ 
（±９.０） 

図２．開眼片足立ち【バランス】（n＝８） 

６.０ 

６.５ 

７.０ 

７.５ 
（秒） 

７.１ 
（±２.４７） ６.８ 

（±２.３７） 

図３．タイムドアップアンドゴー【日常移動能力】（n＝８） 
０ 

５ 

１０ 

１５ 

２０ 

２５ 

３０ 

３５ 
（㎜） 

１９.０ 
（±２６.９８） 

３０.５ 
（±２５.６６） 

図４．VAS【定量化した痛み】（n＝８） 

膝痛の方の運動教室「ひざ楽々教室」実施レポート 膝痛の方の運動教室「ひざ楽々教室」実施レポート 
地域包括支援センター発 

　６５歳以上で、膝の痛みのため日常の生活に不自由
を感じている人を対象に、膝の周辺の筋肉を鍛え、
関節を保持する機能を向上させ、結果として痛みの
軽減を目的とした『ひざ楽々教室』を５月～１１月の
全２４回で行いました。 
　１０人が参加され、継続して参加できた８人の平均
年齢は８０.１歳、平均出席率は９２.２％（うち３人は 
１００％）と、とても参加率の高い教室でした。教室
の運営は健康運動指導士が指導にあたり、健康管理
を看護師がサポートして進めました。 

　内容は、①自分の体重やセラバンドなどの道具を
使いながら行う筋力トレーニング②膝の痛み運動な
どについての学習③自宅で継続してもらうための目
標設定でした。 
　参加者の体力測定結果を教室前・後で比べたとこ
ろ、「握力（図１）」、「開眼片足立ち（図２）」とも
に向上していました。また、「タイムドアップアン
ドゴー（図３）」も早くなっていました。さらに、
痛みの程度をみても軽くなっていました（図４）。 

　参加者からも、「膝の痛みが少々楽になった」「動
きが楽になった」「こむら返りがなくなった」など、
嬉しい声をたくさんいただきました。今回の教室で
は、教室が終わっても体操を習慣化できるようにす
るために、目標設定を取り入れました。その結果、
みなさんが自分に合った体操を行っていただけるよ
うになりました。また、教室終了後も定期的に集ま
って体操を続け、コミュニケーションを図っていき
たいという意見をもとに、自主グループ活動も始ま
りました。 

　地域包括支援センターでは、これからも一人でも
多くの人が住み慣れた地域で元気に過ごしていただ
けるためのお手伝いをしていきたいと考えています。
そこで、今回のような教室をはじめ、さまざまな住
民のニーズにできるだけ対応していきながら「介護
予防」を実現していきたいと思っています。今後も、
いろいろな取組みをご紹介していきますので、是非
多くの方にご参加いただき、“いつまでもイキイキと”
住み慣れた地域で生活していただく手立てとしてい
ただければと思います。 

教室前 

教室後 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
子 育 て学習センター  
子 育 て支援センター  
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  
社 会 福 祉 協 議 会  

第１デイサービスセンター 
第１在宅介護支援センター 
第２デイサービスセンター 
第２在宅介護支援センター 
ホームヘルパーステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
柳田國男・松岡家記念館 

この広報誌は再生紙を使っています。 ホームページアドレス　http://www.town.fukusaki.hyogo.jp/
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町民のうごき 

平成２３年１０月末現在 

７，２０６世帯 
９，３６８人　 
　４１人　 
１９人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，６８６人 
１０，３１８人 
　６８人 
１５人 

 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

２０ 

 ■
表
紙
写
真
の
説
明 

　
福
崎
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
目
の
不
自
由
な
方
の
サ
ポ
ー
ト
活
動
と
し

て
昭
和
６３
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
主
な
活
動
に
は
、
広
報
誌
等
を
朗
読

し
て
録
音
し
た
「
朗
読
テ
ー
プ
」
の
作
成
と
提
供
、
図
書
館
で
の
読
み
聞
か

せ
会
や
目
の
不
自
由
な
方
を
交
え
た
交
流
会
の
開
催
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　
毎
月
の
活
動
を
と
お
し
て
、
会
員
同
士
が
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
み
、
親

交
が
深
ま
る
だ
け
で
な
く
、
広
報
誌
を
す
み
ず
み
ま
で
読
み
、
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
自
分
で
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
知
識
や
話
題
が
増
え
た
り
、
自
己
が

磨
か
れ
た
り
と
、
得
る
も
の
も
大
変
多
い
そ
う
で
す
。 

　
現
在
は
数
名
の
方
に
朗
読
テ
ー
プ
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
が
、
目
の
不
自

由
な
方
だ
け
で
な
く
、
小
さ
な
文
字
が
読
み
づ
ら
い
高
齢
者
の
方
に
も
ぜ
ひ

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
方
に
聞
い

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
朗
読
方
法
を
工
夫
し
、
も
っ
と
よ
い
朗
読
を
し
よ
う

と
い
う
や
る
気
が
わ
い
て
き
ま
す
と
熱
心
に
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

　
広
報
誌
１
冊
を
丹
念
に
読
み
込
む
に
は
多
く
の
時
間

と
労
力
を
要
し
ま
す
が
、
メ
ン
バ
ー
の
方
々
は
「
少
し

で
も
お
役
に
立
て
て
、
喜
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
。
」
と

日
々
活
動
に
励
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
取
材
を
と

お
し
て
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
活
動
の
輪
が
広
が
り
、
朗

読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
の
声
が
、
よ
り
多
く
の

方
に
届
く
よ
う
応
援
し
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。 

（
山
口
耕
平
・
矢
口
洋
一
・
雲
丹
亀
悠
平
） 

　
１１
月
２３
日（
水
・
祝
）、
自
然
歩
道
を
歩
こ

う
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
福
崎
・
高
岡

地
区
の
自
然
歩
道
を
舞
台
に
、
１
３
０
０
名

近
い
参
加
者
が
、
應
聖
寺
・
金
剛
城
寺
・
七

種
の
滝
な
ど
の
名
所
や
神
社
仏
閣
を
巡
り
、

色
づ
き
始
め
た
紅
葉
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

（
福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 


